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『
江
戸・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
』（  ）十六

　

前
号
ま
で
二
回
に
わ
た
り
楓
か
え
で

川が
わ

と
西
岸

側
の
本
材
木
河
岸
に
つ
い
て
考
察
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
東
側
の
埋
立
地
が
造
成

さ
れ
て
武
家
地
は
物
揚
場
に
、
町
人
地
に

は
楓
河
岸
や
石
河
岸
な
ど
の
河
岸
地
が
起

立
し
た
経
過
を
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　
『
郷
土
室
だ
よ
り
』
第
一
六
五
号
で
考
察

し
た
と
お
り
、東
側
一
帯
は
海
岸
線（
楓
川
）

を
埋
め
残
し
て
陸
地
化
し
た
場
所
で
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
に
は
江
戸
初
期
の
埋
立
が

進
行
中
の
地
図
＝
『
武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄

図
』（「
寛
永
江
戸
図
」、
寛
永
九
・
一
六
三

二
年
）を
掲
載
し
ま
し
た
。
楓
川
の
西
側
、

日
本
橋
川
と
京
橋
川
の
間
に
は
八
本
の
入

堀
が
見
え
、
川
沿
い
は
河
岸
地
で
し
た
。

東
側
は
向
井
将
監
以
下
島
田
弾
正
下
屋
敷

ま
で
武
家
地
が
続
き
、
川
岸
沿
い
は
物
揚

場
だ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
二
ペ
ー
ジ
の
改
訂
『
江
戸
之
下

町
復
元
図
』（
嘉
永
期
・
一
八
四
八
～
五
四

年
）
の
地
図
を
見
る
と
、
武
家
地
の
間
に

坂
本
町
や
三
代
町
、
松
屋
町
な
ど
が
起
立

し
、
物
揚
場
か
ら
河
岸
地
に
変
わ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

◇
楓
川
東
側
の
河
岸
地

　
『
東
京
府
誌
』（
明
治
一
一
年
編
纂
、
以

下
『
府
誌
』）
に
は
坂
本
町
「
桐
河
岸
」
と

し
て
「
本
材
木
町
、
東
岸
を
称
す
。
東
西

六
間
三
尺
、
南
北
二
町
一
二
間
三
尺
。
面

積
七
六
〇
坪
八
合
七
勺
」、松
屋
町
一
丁
目

「
河
岸
地
」
と
し
て
「
本
材
木
町
川
の
東
岸

に
在
り
。
東
西
五
間
、南
北
一
町
二
〇
間
、

面
積
三
九
四
坪
四
合
九
勺
」、松
屋
町
二
丁

目
「
河
岸
地
」
と
し
て
「
本
材
木
町
川
の

東
岸
に
在
り
。
東
西
四
間
一
尺
、
南
北
二

四
間
、
面
積
百
坪
八
合
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
楓
川
東
側
の
河
岸
地
を
総
称
し

て
「
楓
河
岸
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

◇
楓
河
岸

　
『
中
央
区
沿
革
図
集
（
日
本
橋
篇
）』
の

改
訂
「
江
戸
之
下
町
復
元
図
」
の
図
版
を『寛永江戸図』（中央区沿革図集京橋篇より）
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参
考
に
し
て
楓
川
東
岸
を
見
て
み
ま

す
。
日
本
橋
川
と
楓
川
の
分
流
点
に
牧

野
豊
前
守
上
屋
敷
が
あ
り
、
南
に
坂
本

町
一
丁
目
・
同
二
丁
目
・
同
一
丁
目
（
河

岸
地
は
桐
河
岸
（
※
）、
ま
た
『
俚
俗
江

戸
切
絵
図
』（
礒
部
鎭
雄
編
･
喜
多
川
周

之
図　

有
光
書
房
版
、以
下『
切
絵
図
』）

に
は
も
み
ぢ
河
岸
・
か
え
で
河
岸
と
も

云
、と
あ
り
ま
す
）。
そ
し
て
九
鬼
式
部

少
輔
上
屋
敷
（
河
岸
地
は
同
添
地
）、
細

川
越
中
守
下
屋
敷
、
神
田
塗
師
町
代
地

（
三
代
地
）、
松
平
越
中
守
上
屋
敷
（
河

岸
地
は
同
添
地
、『
切
絵
図
』
に
は
も
み

ぢ
河
岸
・
か
え
で
河
岸
と
も
云
）
と
武

家
地
が
続
き
、
南
に
町
人
地
の
神
田
塗

師
町
代
地
、
松
屋
町
（
河
岸
地
は
石
河

岸
、『
切
絵
図
』
に
は
高
輪
南
町
代
地
・

石
河
岸
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

楓
河
岸
に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
。
坂

本
町
一
丁
目
か
ら
（
九
鬼
添
地
と
松
平

越
中
守
添
地
を
除
く
）
松
屋
町
ま
で
の

河
岸
地
が
楓
河
岸
と
俗
称
さ
れ
て
い
ま

し
た
。『
新
修
日
本
橋
区
史
』
上
巻
（
昭

和
十
二
年
刊
）に
は
俚
俗
地
名
と
し
て
、

楓
河
岸
「
楓
川
に
沿
う
河
岸
を
称
し
た

名
で
、
其
範
囲
は
広
か
っ
た
。
只
其
中

心
は
新
場
橋
附
近
、
現
在
の
兜
町
二
丁

目
に
当
た
る
」
と
あ
り
ま
す
。
現
在
の

高
速
道
路
沿
い
の
日
本
橋
兜
町
10
番
か

ら
八
丁
堀
四
丁
目
１
番
あ
た
り
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
楓
河
岸
に
は
、
俗
に
坂
本
町
一

丁
目
と
同
二
丁
目
の
河
岸
地
（
現
在
の

日
本
橋
兜
町
10
～
11
番
辺
）が
桐
河
岸
、

ま
た
松
屋
町
の
河
岸
地
（
現
在
の
八
丁

堀
四
丁
目
１
番
～
八
丁
堀
三
丁
目
２
番

辺
）は
石
河
岸
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年

九
月
一
二
日
東
京
府
達
丁
三
一
〇
号
で

「
海
運
橋
よ
り
以
南
弾
正
橋
ま
で
の
河

岸
地
」
が
楓
河
岸
と
正
式
名
称
に
な
り

ま
し
た
。

※
桐
河
岸

　

�　

楓
河
岸
内
の
一
部
が
俗
に
桐
河
岸

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。『
府
志
料
』

の
坂
本
町
の
項
で
は
「
里
俗
西
の
方

河
岸
通
り
を
桐
河
岸
と
云
又
植
木
店

と
云
所
あ
り
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

�　

ま
た
『
新
撰
東
京
名
所
図
会
』（
明

治
三
四
年
刊
）
に
は
「
坂
本
町
の
西
、

楓
川
沿
岸
の
地
を
俚
俗
桐
河
岸
と
い

へ
り
。
対
岸
は
本
材
木
町
に
し
て
、

材
木
を
商
ふ
者
共
、
此
辺
り
ま
で
も

揚
場
を
作
り
、
小
屋
を
設
け
な
ど
し

つ
、
主
に
桐
材
な
り
し
か
ば
、
此
呼

名
を
得
た
る
な
ら
む
か
。
今
、
楓
川

岸
の
内
に
て
、
桐
河
岸
の
称
な
し
、

さ
れ
ど
私
に
呼
ふ
も
の
多
し
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

�　
『
新
修
日
本
橋
区
史
』で
は
俚
俗
地

名
と
し
て
、
桐
河
岸
を
「
坂
本
町
河

岸
通
り
。
現
在
の
兜
町
二
丁
目
」
と

紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
坂
本
町
一
丁
目

　

現
在
の
日
本
橋
兜
町
７
～
10
番
の
北

側
の
一
部
と
同
11
番
の
一
部
、
同
12
・

13
番
あ
た
り
に
な
り
ま
す
。
楓
川
に
架

か
る
海
賊
橋
か
ら
東
に
向
か
う
通
り
が

山
王
御
旅
所
に
い
た
る
道
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
近
江
比
叡
山
麓
の
坂
本
村
に

な
ぞ
ら
え
て
町
名
が
つ
い
た
と
さ
れ
ま

す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
す
。

改訂『江戸之下町復元図』
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御
府
内
沿
革
図
書（『
中
央
区
沿
革
図

集
』
日
本
橋
篇
）
の
延
宝
年
中
（
一
六

七
三
～
八
一
年
）
で
は
向
井
将
監
と
間

宮
造
酒
之
丞
の
邸
地
で
す
。
元
禄
十
二

（
一
六
九
九
）
年
に
向
井
氏
邸
が
移
転

し
、
北
側
跡
地
に
呉
服
師
八
人
町
屋
敷

（
町
名
坂
本
町
一
丁
目
）と
南
側
跡
地
に

品
川
町
（
日
本
橋
北
側
）
と
築
地
小
田

原
町
（
町
名
坂
本
町
二
丁
目
）
の
代
地

と
な
り
ま
し
た
。

　

享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
正
月
の
火

災
で
こ
の
辺
一
帯
が
類
焼
し
、
中
央
部

分
に
火
除
明
地
が
で
き
て
坂
本
町
一
・

二
丁
目
の
形
（
区
画
）
が
変
わ
り
ま
す
。

享
保
二
〇
（
一
七
三
五
）
年
に
は
火
除

明
地
は
上
納
地
（
町
屋
敷
）
と
な
り
、

四
周
に
新
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
中
央
の
山
王
御
旅
所
に
つ
な
が
る
新

道
通
り
は
、
植う
え

木き

店だ
な

（
※
）
と
俗
称
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
の
諸
問
屋

再
興
（『
諸
問
屋
名
前
帳
』、
以
下
『
名

前
帳
』）に
問
屋
数
は
一
〇
軒
。
竹
木
炭

薪
問
屋
四
軒
、
炭
薪
仲
買
三
軒
、
舂
米

屋
・
両
替
屋
・
地
本
双
紙
問
屋
が
各
一

軒
と
あ
り
ま
す
。

※
植
木
店

　

�　
『
御
府
内
備
考
』（
文
政
九
・
一
八

六
二
年
、
以
下
『
備
考
』）
の
坂
本
町

一
丁
目
の
項
に
「
里
俗
呼
名　

植
木

長
屋
。
一
丁
目
・
二
丁
目
の
横
町
を

云
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
た
『
東
都
歳

時
記
』（
天
保
九
・
一
八
三
八
年
刊
）

に
、
茅
場
町
薬
師
の
縁
日
を
叙
し
て

「
縁
日
毎
に
夕
方
よ
り
商
人
多
く
、又

盆
栽
の
草
木
庭
木
等
を
售あ
ぎ
なふ

事

夥
お
び
た
だ

し
。
故
に
坂
本
町
の
辺
を
植
木
店
と

い
ふ
。
都す
べ

て
近
来
盆
種
の
草
木
世
に

行
れ
て
、
縁
日
毎
に
商
ふ
内
に
も
当

所
を
首
と
す
」
と
あ
り
、『
新
撰
東
京

名
所
図
会
』（
明
治
三
四
年
刊
）
に
も

「
今
も
薬
師
の
縁
日
に
は
、此
辺
植
木

商
人
夥
し
く
出
づ
る
な
り
」
と
あ
り

ま
す
。
池
田
英
泉
の
『
楓
川
鎧
渡
古

蹟
考
』（『
中
央
区
沿
革
図
集
』
日
本

橋
篇
）
に
は
、
荻
生
徂
徠
旧
棲
の
地

を
「
植
木
店
」
に
記
入
し
て
い
ま
す
。

○
坂
本
町
二
丁
目

　

坂
本
町
一
丁
目
の
東
と
西
に
あ
り
、

楓
川
の
東
岸
の
海
賊
橋
か
ら
南
の
一
画

と
坂
本
町
一
・
二
丁
目
上
納
地
を
は
さ

ん
で
東
の
飛
地
に
よ
り
構
成
。
現
在
の

日
本
橋
兜
町
９
・
10
番
の
南
側
あ
た
り

に
な
り
ま
す
。

　

楓
川
沿
い
の
同
二
丁
目
の
河
岸
地
は

楓
河
岸
と
俗
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
『
名
前
帳
』に
問
屋
数
は
一
九
軒
。
炭

薪
仲
買
四
軒
、
竹
木
炭
薪
問
屋
二
軒
、

舂
米
屋
三
軒
、
紺
屋
・
版
木
屋
が
各
二

軒
、
地
廻
米
穀
問
屋
・
脇
店
八
カ
所
組

米
屋
・
両
替
屋
・
地
掛
蝋
燭
屋
・
瀬
戸

物
屋
・
そ
の
他
が
各
一
軒
と
あ
り
ま
す
。

○
坂
本
町

　

明
治
四
（
一
八
七
二
）
年
に
坂
本
町

一
・
二
丁
目
と
坂
本
町
一
・
二
丁
目
上

納
地
が
合
併
し
て
坂
本
町
が
起
立
し
ま

し
た
。『
東
京
府
志
料
』（
明
治
七
・
一

八
七
二
年
編
纂
、
以
下
『
府
志
料
』）
に

は
「
明
治
五
年
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
の
町
名
変
更
で
、昭
和
八（
一

九
三
三
）
年
八
月
一
日
に
坂
本
町
の
北

大
部
一
～
五
二
、
五
四
の
一
～
五
六
の

二
（
楓
河
岸
の
一
部
を
含
む
）
が
兜
町

二
丁
目
に
、
坂
本
町
の
南
一
部
五
三
の

一
～
五
三
の
四
（
楓
河
岸
の
一
部
を
含

む
）
と
三さ
ん

代だ
い

町ち
ょ
う（

楓
河
岸
の
一
部
を
含

む
）
一
円
、
昭
和
六
年
に
京
橋
区
か
ら

日
本
橋
区
内
と
な
っ
た
松
屋
町
一
丁
目

の
一
円
、
同
二
丁
目
（
楓
河
岸
の
一
部

を
含
む
）
を
併
せ
て
兜
町
三
丁
目
に
改

称
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
神
田
塗
師
町
代
地

　

楓
川
の
東
側
の
河
岸
地
沿
い
に
あ

り
、
北
は
伊
勢
桑
名
藩
松
平
越
中
守
上

屋
敷
、
南
と
東
は
松
屋
町
・
松
屋
町
代

地
に
接
し
ま
す
。
享
保
七（
一
七
二
二
）

年
に
神
田
か
ら
塗
師
町
が
移
転
し
て
き

て
起
立
。
町
名
は
漆
工
芸
業
者
が
集
住

し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
ま

す
。
現
在
の
八
丁
堀
三
丁
目
１
・
６
・

７
番
の
北
側
一
部
あ
た
り
に
な
り
ま

す
。

　
『
備
考
』
の
神
田
塗
師
町
代
地
の
項

に
、
二
ヶ
所
、
一
は
新
銀
町
代
地
続
、

一
は
松
屋
町
続
、
以
上
三
ヶ
所
を
里
俗

三
代
地
と
云
う
、
と
あ
り
ま
す
。

　
『
名
前
帳
』に
問
屋
数
は
八
軒
。
舂
米

屋
二
軒
、
地
廻
米
穀
問
屋
・
脇
店
八
カ

所
組
米
屋
・
炭
薪
仲
買
・
両
替
屋
・
紺

屋
・
笘
問
屋
が
各
一
軒
。

　

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
に
松
下
町

一
丁
目
代
地
・
神
田
銀
町
代
地
と
合
併

し
て
三
代
町
（
※
）
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。

※�

三
代
町
（
読
み
は
「
さ
ん
だ
い
ち
ょ

う
」
で
す
が
、
一
般
に
は
「
み
し
ろ

ち
ょ
う
」
と
呼
ば
れ
る
）

　

�　

享
保
年
中
は
小
笠
原
彦
太
夫
邸
で

し
た
が
、
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年

正
月
の
火
災
で
こ
の
辺
一
帯
が
類

焼
。
中
央
部
分
に
火
除
明
地
が
つ
く

ら
れ
、そ
の
周
囲
に
神
田
の
塗
師
町
・

松
下
町
・
新
銀
町
の
一
部
が
移
転
し

て
き
ま
し
た
。
移
転
の
理
由
は
、
神

田
に
お
け
る
三
ヵ
町
の
一
部
が
火
除

地
に
な
っ
た
面
積
分
だ
け
、「
代
地
」
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と
し
て
移
さ
れ
た
も
の
で
す
。
三
ヵ

町
の
代
地
と
い
う
意
味
で
三
代
町
と

町
名
が
付
き
ま
し
た
。
中
央
の
火
除

明
地
は
、
寛
政
元
（
一
七
四
八
）
年

一
〇
月
に
、
周
囲
の
三
ヵ
町
が
「
残

ら
ず
買
請
け
て
」
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に

加
え
て
い
ま
す
。

○
松
屋
町

　

楓
川
の
東
側
の
河
岸
地
に
沿
っ
て
南

北
に
連
な
り
、
北
は
神
田
塗
師
町
代
地

と
松
平
越
中
守
上
屋
敷
、
南
は
本
八
丁

堀
一
丁
目
、東
は
岡
崎
町
と
接
し
ま
す
。

現
在
の
八
丁
堀
三
丁
目
１
・
２
番
、
３

～
６
番
の
一
部
あ
た
り
に
な
り
ま
す
。

　
『
寛
永
江
戸
図
』で
は
島
田
弾
正
の
屋

敷
地
で
し
た
。『
御
府
内
沿
革
図
集
』

（『
中
央
区
沿
革
図
集
』
日
本
橋
篇
）
で

は
延
宝
年
中
（
一
六
七
三
～
八
一
）
に

町
屋
（
枩
ヤ
町
と
あ
る
）
と
書
か
れ
、

元
禄
年
中
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）

に
三
本
の
道
が
廃
止
さ
れ
、
ひ
と
続
き

の
町
屋
に
な
っ
て
い
ま
す
。享
保
六（
一

七
二
一
）
年
に
中
心
地
に
火
除
明
地
が

つ
く
ら
れ
、
翌
七
年
に
は
鳥
居
播
磨
守

邸
跡
に
神
田
か
ら
塗
師
町
が
移
転
（
神

田
塗
師
町
代
地
）
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
松
屋
町
及
び
そ
の
代
地
と
八
丁
堀

一
丁
目
代
地
が
で
き
ま
し
た
。
同
二
〇

（
一
七
三
五
）年
に
火
除
明
地
は
松
屋
町

と
八
丁
堀
一
丁
目
の
上
納
地
と
な
っ

て
、火
除
明
地
は
無
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
江え

戸ど

総そ
う

鹿が
の

子こ

名め
い

所し
ょ

大た
い

全ぜ
ん

』（
元
禄
三
・

一
六
九
〇
年
刊
）
に
は
「
北
八
丁
堀
松

屋
町
、
石
塔
屋
あ
っ
た
」
と
あ
り
、『
新

撰
東
京
名
所
図
会
』
に
は
「
当
町
に
は

材
木
商
が
甚
だ
多
い
。
元
禄
板
の
江
戸

鹿
子
云
。
材
木
や
、
北
八
丁
堀
と
」「
古

よ
り
こ
の
界
隈
は
、
材
木
商
た
り
し
証

に
充
つ
べ
し
。
同
書
叉
云
、
石
塔
や
、

八
丁
堀
松
屋
町
と
、
さ
れ
ば
松
屋
町
に

は
石
材
商
居
住
し
、
材
木
商
は
八
丁
堀

に
あ
り
し
と
見
ゆ
、
石
河
岸
の
呼
名
、

往
時
を
あ
語
る
に
似
た
り
」「
鳥
居
家
の

邸
宅
、
上
地
と
な
り
て
、
市し

廛て
ん

に
変
ず

る
や
、
北
八
丁
堀
の
材
木
商
の
、
当
町

に
移
り
て
、
営
業
す
る
も
の
、
日
に
其

の
多
き
を
加
へ
」
と
あ
り
、
松
屋
町
に

は
、
材
木
商
や
石
材
商
が
多
か
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
『
名
前
帳
』に
問
屋
数
は
一
四
軒
。
炭

薪
仲
買
七
軒
、
竹
木
炭
薪
問
屋
一
軒
、

舂
米
屋
三
軒
、
紺
屋
二
軒
、
そ
の
他
一

軒
。

　
『
府
志
』
の
「
松
屋
町
一
丁
目
」
の
項

に
は
「
寛
永
の
頃
よ
り
松
平
越
中
守
の

邸
あ
り
。
維
新
の
際
蜂
須
賀
氏
邸
と
為

る
。
明
治
三
年
官
収
し
て
東
京
府
病
院

の
属
地
と
し
て
、
五
年
近
隣
松
屋
町
の

名
を
取
て
町
名
と
為
し
二
町
に
分
つ
」

と
あ
り
、
松
屋
町
一
丁
目
と
同
二
丁
目

が
起
立
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ

の
後
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
四
月
に

は
松
屋
町
続
上
納
地
・
神
田
塗
師
町
代

地
・
宗
印
屋
敷
が
合
併
し
、
同
五
年
に

松
屋
町
三
丁
目
と
改
称
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

震
災
後
の
町
名
変
更
で
昭
和
六
年
十

二
月
一
日
、
松
屋
町
一
丁
目
の
大
部
六

～
二
三
、
同
二
丁
目
の
北
一
部
二
七
～

三
〇
（
楓
河
岸
の
一
部
を
含
む
）、
岡
崎

町
一
丁
目
の
北
一
部
を
併
せ
て
西
八
丁

堀
一
丁
目
に
改
称
。
同
年
に
松
屋
町
一

丁
目
南
一
部
一
～
五
、
同
二
丁
目
の
南

大
部
一
～
二
六
（
楓
河
岸
の
一
部
を
含

む
）、
岡
崎
町
一
丁
目
の
南
大
部
、
同
二

丁
目
の
北
一
部
を
合
わ
せ
て
西
八
丁
堀

二
丁
目
に
改
称
。
同
年
に
松
屋
町
三
丁

目
、
岡
崎
町
二
丁
目
の
南
大
部
、
高
代

町
の
北
大
部
、
本
島
町
、
本
八
丁
堀
一

丁
目
の
北
一
部
を
合
わ
せ
て
西
八
丁
堀

三
丁
目
に
改
称
さ
れ
て
、
松
屋
町
の
町

名
が
消
失
し
ま
し
た
。

※
石
河
岸

　

�　
『
備
考
』
の
松
屋
町
の
項
に
、
里
俗

呼
名
「
石
河
岸
」
と
あ
り
ま
す
。

　

�　

桐
河
岸
同
様
に
楓
河
岸
の
一
部
が

石
河
岸
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

『
府
誌
』に
松
屋
町
三
丁
目
で
は
石
河

岸
と
し
て
「
町
東
を
称
す
。
此
の
辺

に
元
と
石
置
場
あ
り
し
に
」
と
あ
り

ま
す
。『
府
志
料
』
に
も
「
松
屋
町
三

丁
目
の
里
俗
太
神
宮
前
に
石
河
岸
と

唱
え
る
所
あ
り
」
と
あ
り
、『
新
撰
東

京
名
所
図
会
』
で
は
、
石
河
岸
と
し

て
「
松
屋
町
、
楓
川
沿
岸
の
地
を
い

う
。
石
材
の
揚
場
な
る
よ
り
此
名
を

得
た
る
か
。
府
内
備
考
云
、松
屋
町
、

俚
俗
呼
名
、
石
河
岸
」
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
か
ら
昭
和
ま
で
、
東
京
の

建
築
材
料
の
主
流
は
木
材
で
し
た
。
そ

し
て
江
戸
湊
の
中
心
地
と
し
て
木
材
の

「
流
通
基
地
」の
役
割
を
果
た
し
て
き
た

の
が
、
楓
川
と
本
材
木
河
岸
と
楓
河
岸

で
し
た
。

　

三
回
に
わ
た
り
楓
川
と
河
岸
に
つ
い

て
考
察
し
て
き
ま
し
た
が
、
次
号
か
ら

京
橋
川
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

�

（
菅
原
健
二
）


